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１                              問題のページへ 
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よって, 1+= kn のときも成立する。 
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(3) (1)(2)の結果より,  
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これより, 0det =nB となるのは, 12 1 =-n すなわち 1=n のときのみである。 

したがって, nB のうち, 逆行列をもたないものは 1B だけである。 

 

［解 説］ 

ていねいな誘導のついた行列の漸化式の基本問題です。 
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２                              問題のページへ 
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これより , )( aS¢ は単調に増加し, 1)0( -=¢S , ( )
4
1

2
1 =¢S から, 

2
10 ≦≦a に

0)( =¢ aS となる aがただ 1つ存在する。この

値を a=a とおく。 
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［解 説］ 

定積分の計算問題です。計算ミスが致命傷になります。 
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３                              問題のページへ 
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ここで, 相加平均と相乗平均の関係を用いると,  
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ここで, 等号が成立するのは, 
a

a 3= )3( =a のときである。 

よって, 線分 QRの長さは, 3=a のとき最小値 3をとる。 

(3) 3=a のとき, ②より, 直線 013:AQ =+- yx  

また, )2,0(R - から, 直線 0:AR =x  

すると, QARÐ の二等分線は, 2直線 AQ, ARから等距離にあることより,  
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［解 説］ 

(3)では, 線分 QRを AQ : ARの比に内分する点を求め, 内角の二等分線の定理を利

用しても OKです。 
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４                              問題のページへ 

(1) nnxy nn -+= とおくと, 条件より, ayn
n

=
¥®

lim となり,  

2)( nynx nn +=+ , nnn ynyx 22 +=  

よって, ( ) ay
n

y

n
x

n
n

n

n

n
22limlim

2

=+=
¥®¥®

 

(2) 
x

x
2

1)( =f とおくと,  

0
4
1)( 2

3
＜

-
-=¢ xxf , 0

8
3)( 2

5
＞

-
=¢¢ xxf  

これより, 曲線 )( xy f= は単調に減少し, 下に

凸となり, 右上図から,  

å
= +

L

k nk1

1
2
1 ＜ [ ] Ln

n

Ln

n
xdxx

++
=ò )(f  

    nnL -+=  

また, 右下図より,  

å
= +

L

k nk1

1
2
1 ＞ [ ] 1

1

1

1
)(

++

+

++

+
=ò

Ln

n

Ln

n
xdxxf  

    11 +-++= nnL  

まとめると,  

å
= +

+-++
L

k nk
nnL

1

1
2
111 ＜ nnL -+＜  

(3) 条件より, å
= +

nL

k nk1

1 ＜b……①, かつ, b≦ å
+

= +

1

1

1nL

k nk
……② 

(2)より, å
= +

+-++
nL

k
n

nk
nnL

1

1
2
111 ＜ ………③ 

①③より, 
2

11 bnnLn ＜+-++ ………④ 

また, (2)と同様にして,  

å
+

= +

1

2

1
2
1

L

k nk
＜ [ ] 1

1

1

1
)(

++

+

++

+
=ò

Ln

n

Ln

n
xdxxf 11 +-++= nnL  

すると, å
+

= +

1

1

1
2
1

L

k nk 12
1
+

-
n

＜ 11 +-++ nnL となり,  

å
+

= +

1

1

1
2
1 nL

k nk 12
1
+

-
n

＜ 11 +-++ nnLn ………⑤ 

②⑤より, 
12

1
2 +
-

n
b ＜ 11 +-++ nnLn ………⑥ 

④⑥をまとめると,  

n
Ln +1+nO x

y

1++ Ln1+n
O x

y

2+n



2008 金沢大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2008 －5－ 

12
1

2 +
-

n
b ＜

2
11 bnnLn ＜+-++  

よって, 
2

)11(lim bnnLn
n

=+-++
¥®

 

すると, (1)より, bb
n
Ln

n
=×=

+¥® 2
2

1
lim となり,  

b
n

n
n
L

n
L n

n

n

n
=+×

+
=

¥®¥®

1
1

limlim  

 

［解 説］ 

数年前まで, 金沢大・理系で定番であった微積分の難問が復活です。特に, (3)は, 

記述しにくい設問です。 

 


